
第23回OECD/日本セミナー

2030/2040教育とスキルの未来
OECDのラーニングコンパスからティーチングコンパスへ
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多くの分断

金融経済

無限の成長の必要性

国内総生産

富める者

技術

ガバナンス

実際の経済

地球の有限な資源

人々のウェルビーイング

貧しい者

社会的なニーズ

人々の声
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未来はいつも我々を驚かせる
影

響

不確実性

気候変動

高齢化

データ漏洩

一般的な人工知能

エネルギーの削減

インターネットの切
断

経済ショック

自然災害

(サイ
バー)戦争

パンデミッ
ク
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教えやすいものは…
…今では容易にデジタル化、自動化される

非日常的なタスク

日常的なタスク

テクノロジーを駆使
したタスク

テクノロジー使
用が少ない
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非日常的なタスク

日常的なタス
ク

テクノロジーを駆使したタ
スク

テクノロジー使
用が少ない

教えやすいものは……今では容易にデジタル化、自動化される
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AIにはまだ多くの限界がありますが、改善されていくでしょう

短期

トレーサビリティ
・ソースを追跡し、突き止め

る
・引用の改善

正確性
・ファクトチェックをつくメ

ル
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AIにはまだ多くの限界がありますが、改善されていくでしょう

中期

解釈
・クエリの意味を理解する
・より自然な書き方
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AIにはまだ多くの限界がありますが、改善されていくでしょう

長期

バイアスの低減
・トレーニングデータのバイアスが引き

継がれないようにする

オリジナリティの増加
・トレーニングデータの合成にとどまら

ない
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バランスを保つ

レジリアンス: バランス
の取れていない世界に住

む

持続可能性: 世界のバ
ランスを保つ



Restricted Use - À usage restreint

未来はいつも我々を驚かせる
影

響

不確実性

気候変動

高齢化

データ漏洩

一般的な人工知能

エネルギーの削減

インターネットの切
断

経済ショック

自然災害

(サイ
バー)戦争

パンデミッ
ク



Restricted Use - À usage restreint

教えやすいものは…
…今では容易にデジタル化、自動化される

非日常的なタスク

日常的なタスク

テクノロジーを駆使
したタスク

テクノロジー使
用少ない



Restricted Use - À usage restreint

非日常的なタスク

日常的なタス
ク

テクノロジーを駆使したタ
スク

テクノロジー使
用少ない

教えやすいものは……今では容易にデジタル化、自動化される
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あなたの
愛

あなたが
得意なこと

情熱

世界
必要なこと

職業

お金が払われ
る

仕事職業

教育幸せだが、無
力に感じる

適合していな
い

幸せだが貧しい

虚しく感じる

AIの世界での教育
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PISA2022の結果

学業成績

エージェンシーとエンゲージメント

レジリアンス

学校へのエンゲージメント

人間関係の質とコミュニティの活力

学業と余暇のバランス

物質的・文化的なウェルビーイング

多様性への開放性

心理的なウェルビーイング

学業成績とは、学生が教育を
通じて習得した知識と認知能
力、および学んだことを現実
の問題の解決に活用できる度
合いを指します。
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PISA2022の結果

学業成績

エージェンシーとエンゲージメント

レジリアンス

学校へのエンゲージメント

人間関係の質とコミュニティの活力

学業と余暇のバランス

物質的・文化的なウェルビーイング

多様性への開放性

心理的なウェルビーイング

心理的なウェルビーイングと
は、学生がポジティブな感情
を経験し、生活に満足し、人
生には意味と目的があると感
じている度合いを指します。
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PISA2022の結果

学業成績

エージェンシーとエンゲージメント

レジリアンス

学校へのエンゲージメント

人間関係の質とコミュニティの活力

学業と余暇のバランス

物質的・文化的なウェルビーイング

多様性への開放性

心理的なウェルビーイング

エージェンシーとエンゲージ
メントの側面では、学生が目
標を設定し、自らの役割と責
任について考え、責任ある行
動を取ることで、自分自身と
周囲の世界にポジティブな影
響を与える能力と意欲を持っ
ているかどうかを評価します。
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PISA2022の結果

学業成績

エージェンシーとエンゲージメント

レジリアンス

学校へのエンゲージメント

人間関係の質とコミュニティの活力

学業と余暇のバランス

物質的・文化的なウェルビーイング

多様性への開放性

心理的なウェルビーイング

レジリエンスの側面では、ス
トレスの多い困難な状況に耐
える能力に対する学生の信念、
自分自身に対する自信、学習
者としての自律性を考慮しま
す。
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PISA2022の結果

学業成績

エージェンシーとエンゲージメント

レジリアンス

学校へのエンゲージメント

人間関係の質とコミュニティの活力

学業と余暇のバランス

物質的・文化的なウェルビーイング

多様性への開放性

心理的なウェルビーイング

学校へのエンゲージメントと
は、学生が学校での時間を大
切にし、良い結果を得るため
に努力し、教師が生産的な学
習環境を作り出すのを助ける
度合いを指します。
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PISA2022の結果

学業成績

エージェンシーとエンゲージメント

レジリアンス

学校へのエンゲージメント

人間関係の質とコミュニティの活力

学業と余暇のバランス

物質的・文化的なウェルビーイング

多様性への開放性

心理的なウェルビーイング

人間関係の質とコミュニティ
の活力の次元では、生徒の社
会的なネットワークの量と質
の両方を捉えています。これ
は、生徒たちが仲間から受け
入れられ、認められていると
感じている度合い、そして、
両親や教師からサポートや配
慮を受けていると感じている
かどうかを反映していま
す。
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PISA2022の結果

学業成績

エージェンシーとエンゲージメント

レジリアンス

学校へのエンゲージメント

人間関係の質とコミュニティの活力

学業と余暇のバランス

物質的・文化的なウェルビーイング

多様性への開放性

心理的なウェルビーイング

学業と生活のバランスとは、
学業に十分な時間を割く一方
で、社交、スポーツ、文化的
な機会など、人生の他の部分
を楽しむ時間も確保すること
です。
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PISA2022の結果

学業成績

エージェンシーとエンゲージメ
ント
レジリアンス

学校へのエンゲージメント

人間関係の質とコミュニティの活力

学業と余暇のバランス

物質的・文化的なウェルビーイング

多様性への開放性

心理的なウェルビーイング

多様性への開放性とは、異な
る文化的背景を持つ人々と深
い尊敬の念を持ってつながり
を築く能力を指し、異なる視
点に気づき、それを受け入れ
ること、そして他者の言語、
習慣、慣習を学ぶ意欲を持つ
ことを意味します。
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PISA 2022: Singapore

シンガポールの強みと改善点は何でしょうか
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PISA 2022: アルバニア

アルバニアの強みと改善点は何でしょうか

学業成績

心理的なウェルビーイング

エージェンシーと
エンゲージメント

レジリアンス

学校へのエンゲージメント

人間関係の質とコミュニ
ティの活力

学業と余暇のバランス

物質的・文化的なウェル
ビーイング

多様性への開放性
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PISA 2022: デンマーク

デンマークの強みと改善点は何でしょうか

学業成績

心理的なウェルビーイング

エージェンシーと
エンゲージメント

レジリアンス

学校へのエンゲージメント

人間関係の質とコミュニ
ティの活力

学業と余暇のバランス

物質的・文化的なウェル
ビーイング

多様性への開放性



教育にとっての意味は？
OECDのラーニングコンパス
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生徒のエージェンシーを中心にす
えたOECDのラーニング・コンパ

ス

生徒は、他者との関わり合い

の中で、自己のエージェンシー
を（例えば、同級生や友人、教
師、親、兄弟姉妹、所属するコ
ミュニティの他の人々との交流
によって（共同エージェン

シー）を、グループのダイナミ
クスの中で（集団的エージェン
シー）を）学び、発達させる

目的意識、意味付け/意義付け、

希望、自己価値（自己効力感、帰属
意識、存在感と幸福感、成長志向）、

好奇心、自己主導型学習など
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ウェルビーイ
ング
2030

学習基盤

生徒が不確実、かつ複雑な世界で成功し、より良い未来
を築くためには、彼らには....

緊張、ジレンマ、ト

レードオフ、矛盾、曖
昧さを受け入れる

責任をとる

新しい価値を創造
する

変革的
コンピテンシー



教師のエージェンシー、共同エージェンシー、
集団的エージェンシー

OECDティーチングコンパス
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知
識

ス
キ
ル

価値観態度 コンピテンシー

教師のエージェン
シー

共同エージェンシー
同僚、教師、保護者、
地域社会との共同
エージェンシー

集団的エージェン
シー

教師のエージェンシー

教師は、教育教師のエージェン
シー職に対する共感と同様に、目
的意識、意義、職業上のアイデン
ティティを見出す

意思決定に参加することで力を与
えられたと感じ、自らの決定に対
する当事者意識と職業上の責任感
を見出す
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教師は、社会や子どもたちのために貢献した
いと思ってこの職に就いた。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Teaching allowed me to influence the development of children and young people

Teaching allowed me to provide a contribution to society

Teaching allowed me to benefit the socially disadvantaged

Teaching was a secure job

Teaching provided a reliable income

The teaching schedule fit with responsibilities in my personal life

Teaching offered a steady career path

教師になるにあたり、以下の要素が「中程度」または「高い」重要性を持つと答えた教師の
割合

%

Fig I.4.1

教えることで、子どもや若者の成長に影響を与えることができた

教えることで、社会に貢献することができた

教えることで、社会的に恵まれない人々を支援することができた

教えることは安定した仕事だった

教えることで、安定した収入が得られた

教えるスケジュールは、私生活での責任と両立していた

教えることで、安定したキャリアパスが得られた
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出典：OECD, PISA 2015 Database, Table II.4.2. Statlink: http://dx.doi.org/10.1787/888933435826.

カリキュラム決定に関する責任の配分

http://dx.doi.org/10.1787/888933435826
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知
識

ス
キ
ル

価値観態度 コンピテンシー

教師のエージェンシー

共同エージェン
シー

同僚、教師、保護
者、地域社会との

教師は、多方向の相互作用を通
じて協力し、そこから学ぶ
例えば
• 教師と生徒
• 教師と教師
• 教師と学校のリーダー
• 教師と保護者
• 教師と地域社会
• 教師とテクノロジー

• 教師とその他、など

集団的エージェン
シー

教師の共同エージェンシー



Restricted Use - À usage restreint

生徒は自分が好きな教師から最もよく学ぶ
遠隔学習、数学の成績、自己主導型学習に対する自信

生徒が、学校が新型コロナウイルス感染症のために閉鎖されていた時期について、以下の記述に同意または反対した場合の、自己主導型学習能力
に対する自信の指標/数学の成績に対する自信の指標の変化、OECD平均

図II.2.12
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教師のサポート

新型コロナウイルス感染症により学校が閉鎖されていた時期について、以下の記述に「同意する」または
「強く同意する」と答えた生徒の割合（生徒の報告に基づく）

図II.2.10
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教師は必要なときに助けてくれた I felt lonely
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学習とウェルビーイングを維持するための学校の取り組みと
活動

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）により学校が閉鎖されている間、学校の誰かが以下の行動を毎日
行っていたと報告した生徒の割合、OECD平均

図II.2.16

最も一般的ではない日常的な学校での行動や活動
生徒のウェルビーイングと自主的な学習を促進する、生徒からの報告による

学校で日常的に行われる最も一般的な活動や行動

生徒からの報告により、カリキュラムの目標が達成されている
ことを確認する

0
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生徒の様子を尋ねるために連絡した 学校の課題を提出するように求めた

%

生徒は、学校の誰かが上記の行動を毎日またはほぼ毎日行っていたと報告した。

OECD平均
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知
識

ス
キ
ル

価値観態度 コンピテンシー

教師のエージェンシー

共同エージェンシー
同僚、教師、保護者、
地域社会との共同
エージェンシー

集団的エー
ジェンシー

教師は個人および集団と
して自己効力感を持つこ

とができる。

教師は学校の風土を育む
上で重要な役割を果たし、
意思決定に参加し、貢献
する。例えば、合意形成
や、学校規則やカリキュ
ラムに関する規則の策定

など。

教師の集団的エージェンシー



教師のウェルビーイング
教員の不足、ストレスなど

OECDティーチングコンパス
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2022/23年度の初頭において、データが入手可能な21か国のうち18か
国で、中等教育の有資格教員が不足している

すべての教科で不足 一部の教科で不足 不足なし
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教師が自分の仕事の核心に集中できるように支援する
ことが、危機が彼らのウェルビーイングに与える影響

を緩和するために最も効果的である可能性が高い
教師の職務上のストレス経験と業務の負荷の関係

仕事で『非常に』ストレスを感じている教師の推定割合、タスクの強度別（OECD平均-31）
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注：図中の「X」は、平均的なタスクの集中度（OECD平均-31）を前提に、仕事で「かなり」ストレスを感じている教師の割合を表している。 図II.2.10



教師の知識、スキル、態度、価値観

OECDティーチングコンパス



Restricted Use - À usage restreint

知
識

• 専門分野の知識（教科に対する内容の情熱を
伴う知識および専門知識）

だけでなく、以下も含まれる
• 個々の生徒に関する知識 - 特に次の点に焦点を

当てる：a) 生徒を主体とする、b) 生徒が持つ
資産、c) 生徒の多様なニーズの認識

• 教授法に関する知識（例えば、形成評価、プ
ロジェクト学習、探究型学習）

• 認識論的知識（生徒に数学者や科学者などの
ように考えさせ、教科と実社会を結びつける
にはどうすればよいか

• 研究、データ、テクノロジーに関する知識
（データリテラシー、デジタルリテラシー、
AIリテラシー）

• 学際的知識（学際的知識を教える方法、異な
る分野の知識を結びつける方法） など

(人間)教師の知識



Restricted Use - À usage restreint

生徒の自律的な学習を準備する
将来、学校が再び閉鎖された場合、以下の行動を取ることに自信がある/非常に自信があると回答した生徒の

割合

図II.2.5
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価値観態度

 個人的

 地域的

 社会的

 人間（世界共通、普遍的）

–事例–

 すべての生徒が達成
できるという信念

 教科知識に対する情
熱

 目的意識
 職業意識
 信頼
 など

 自己効力感
 自己管理
 教室で創造性を発揮し、新し

い教育法や評価方法を試すこ
とができるという安心感（生
徒と教師の両方）

 など

教師の態度と価値観
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私たちの活動についてさらに詳しく知りたい方は
www.oecd.org/pisa

Email: Andreas.Schleicher@OECD.org
X : SchleicherEDU
WeChat : AndreasSchleicher
試験を受ける: bit.ly/PISA-Test
PISA FAQs: www.oecd.org/pisa/pisafaq
PISA Data Explorer: www.oecd.org/pisa/data
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